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泉鏡花の『婦系図』は、新派による演劇化や度重なる映画化の影
響もあり、鏡花の小説のなかでも知名度の高いものの一つである。しかし、その知名度とは裏腹に、文学研究の世界では概して評価は高くない。これまでに蓄積されてきた先行論文にして 、実在のモデルを確認し、そ を小説 読解に直結するか、鏡花の他の小説に見られる〈母恋い〉のテーマという観点から小説を解釈しようとするか、といったものが多く、小説そのも を正面から分析 対象とした研究は、 まだ充分に行われてはいない。
また、物語内容に関する検討を行う場合にも、小説そのものを自
律した物語として扱うのではなく 演劇化 よる変容 前提とした議論がなされてしまうことがしば ばである。すなわち、演劇化によって前景化 お蔦をめぐる前半のプロットが注目を集める一方、後半で焦点 され 菅子 物語は 前半部分 整合性欠いているとみなされ、その結果 小説『婦系図』は全体としての統一性のな 失敗作であるという評価が定 となってきた。
しかし、小説としての『婦系図』は本当に、一貫性を欠いた、ち
ぐはぐな物語なのだろうか。むしろ、 『婦系図』を「湯島 境内」の場面で代表させてしま よう 新派劇の知識 必ずしも共有しな





































ば、鏡花 新小説の連載を予告する記事が、実 一九〇六年一二月二一日から見出され からであり、かつ、竹風によって提供さ た「掏摸の話」と、それが利用された「隼」の章での早瀬主税の来歴とは、両者が「一致しすぎて」おり「話が出来すぎ いる」 感じられるからである。
もっとも竹風による回想文が、鏡花の思い出話から始まり、 『婦

































活を送るも、 れは自分の師である酒井に 秘密であった。一方で、酒井の娘の妙子を芸者遊びの仲間 ろう河野英吉
⑺
が見初め、結婚
の相談を主税に持ちかけ、妙子 品行、遺伝、借金などにつ て問いただし、 「裸体にして検査するような事を聞く」 （ 「縁談」の章）に及び、主税はこれに猛反発の態度を示す。義理や恩義のある師の娘・妙子へ 純然たる義憤なの 、ほのか 愛情がそこに含まれのか、にわかには判別しがたい態度でもって、主税は妙子の行く末を案じ、師の意向を受け入れる形で蔦吉と 分かれた主税は、河野一家の「家族主義」 （ 「草深辺」 章） 駆逐するべ 静岡へと下る。
注目すべきであるのは、このような主税を中心として、物語内部
において多数の女性が配置される『婦系図』 は 女性たち ぞれにユニークな属性が付与されてい ことだろう。例えば 酒井と長い馴染みであり、物語途中で実は妙子の産みの母だと明 され芸妓・小芳は、その登場 仕方において「水 ように透通る細長い月の中から抜出したよう」 （ 「柏家」の章）と形容され、 つ には「月に露添う顔を見て」 （同）というよう 月の換喩でもって語られ 。主税が駆逐しようとする河野家の夫人・富子とかつて河野家 馬丁だった貞造と 間に生まれた不義の子・道子は 「日 より蔭に、昼より夜、日よりも月に風情があ」 （ 「 」の章）る人物 して登
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場する。この道子が、主税に乞われていまわの際にある貞造を見舞うことを承諾し、日が暮れてから貞造宅を訪ね（ 「宵闇」の章） 、主税が人事不省に陥り 河野家の病院に入院している間に主税の病室を訪問するのも月夜の晩である（ 「廊下づたい」の章） 。
極めつけは、主税が静岡で家を借りるところから何もかも世話を
焼く河野家の次女・菅子と主税が性的な関係を持ったと思われ「うつらうつら」の章の直前である。 「うつらうつら」の章では、鏡花得意の朦朧とした文体によって、そ 関係 暗示されるにとどまるが、この朦朧体による表現のはじまる直前の場面で、主税は湯に入る。そのときに主税は月を見、 「思わず打仰いで、 「おお、お妙さん。 」俯向いた肩がふるえて、 「お蔦！」と蹌踉めいたように」なる（ 「貸小袖」の章） 。月夜の晩に、お妙やお蔦を思い出しながら、菅子との性的な関係へと踏み出すのであ 。
ここに挙げた女性たちは、芸妓であったり、正統な出自でなかっ














けっして〈日の女〉として定位されてはいな ということである。むしろ、彼女等とても、河野家をいにしえの藤原氏になぞらえようと目論む英臣の言いなりになるしかな 、か弱 女性たち のである。
そして、以上のような設定は、明らかに物語 終わり近く 置か
れた「日蝕」の章に対応して る。 「日蝕 日の煩いとて、その影には毒あり、光には魔あり、熱には病あり 言伝え」ら るため、誰もが家のなかに閉じこもり外には人影もないという情景のなかでそれまで、あ かも日のよう 河野家 君臨し、 「一 一門」 （こ章題もある！）の繁栄を図ってきた 英臣 、様々 女性たちの負の要素を引き受けた主税の前で自殺する。この構図は まさしく日が月に蝕ま る日蝕の構図そ も だと言えよう。
興味深いのは、 『婦系図』の初出紙である「やまと新聞」の紙面で、








者）る。物語内で起こる の当日に 夫の記事 評判と ったということで菅子は得意となり、地元の静岡では「今度の日蝕を、（島山蝕）
―
とさえ称えた」という。物語内での過去のある時点
で「東京の新聞」に日蝕 の論説記事が掲載され と語っているわけだが、これを読む新聞読者は（ 「日蝕」の章は四月二三日二四日に掲載） あるいは、三ヶ月ほど前に日蝕 記事を目にしたことを思い出したかもしれない。物語内での日蝕について 設定と、現実に起こり記事として報じられた て 言 とは、必ずしもぴたりと一致するわけではないものの、読者の念頭には微かに意識にのぼったかもしれない。この小説 は、こうした新聞小説としての仕掛けが施されて たのではないだろうか。
そして、こうしたタイムリーな題材としての「日蝕」は、主税を





かどうかはあまり問題ではない。むしろ、 〈月〉に象徴されるいわゆる日陰者の女性たちの恨みや悲しみを背負う主税が、 〈日〉に象徴され 河野家とその「家族主義」を打ち砕くというプロットそのものこそは、掲載紙で る やまと新聞」を考慮するとき、その重要性が増すだろう。花柳界や芸能 記事を多く掲載していた「やまと新聞」の読者たちには痛快なものとして読まれたに違いな からである。そして、こうした読者たちにとって、主税が自由恋愛に基づく結婚の必然性を主張することで河野の「家族主義」に対峙する展開こそは、時代の一歩先を行くスリリングな内容として受容されたことだろう。
当時、恋愛結婚に対する許容度はまだまだ低かった。 「はなむけ」







古今東西白昼公然と天日を仰 で行はるヽものではな」く、 「照りもせず曇りもはてぬ春の夜の朧月夜としやれて、人目を忍ん 、手に手を取りて、嬉しい仲ぢやないかいな 」 （四・三）行われるものだと述べる。それというのも、 「恋愛の自由」について「今日のわが社会は、少しも認めて居な 」し（四・七） 、 「恋愛はまた結婚と離して論ずることは出来」ず、 これらに対して「国家」や「宗教」や「社会」 「家族」 「友人」などが干渉してくるからだと述べている（四・八） 。要するに当時の日本では「恋愛あつての結婚ではなく、結婚あつて而して後の恋愛 （四・一〇）という現状であったことを確認している。
このような状況のなか、しかし、竹風は「自由恋愛とは、個人と
個人との抱合でなければならぬ。 が干渉したり、社会が束縛したりするのは、以ての外の沙汰だ」 （四・一三）と主張 女子教育への期待をも表明する。すなわち、女子教育が 女子の個人性を発達せしめ、女子 人格を高尚なら め 、いつかは男子と平等地位に立た むる」べきであり、 「女子教育 目的は良妻賢母を作る」のではなく「女子の個人性の円満な 発達を図り、優に自由恋愛に遊び得る資格を養成するを本義とす」と論じている 同） 。そして最後には、女性が独立できるだけの才能と技術を身に備えた上で自由離婚さえも勧めるに至る（四・一四） 。これ は現状では無理だという認識があるのか、将来のこ として期待さ ている。
竹風の論説文「自由恋愛の説」が当時の現状認識を物語るもので
あるなら、結婚は相変わらず旧来通りのしきたりに則って、当人の（主に女性の側の）自由意志や感情は尊重されることがなく、周囲が勧める縁談に従うだけ、というものであったはずである。 『婦系図』に描かれ 主税とお蔦のような自由な恋愛はやはりタブーであり、河野家の論理の方が圧倒的多数派であっただろう。だからこそ、主税が女性と性的な関係を持つような場面 は、 「天日を仰いで行は」れることなく「人目を忍」ぶ形で描かれるのである。
この竹風の自由恋愛を奨励する論説文と並行して、 「私語」の章
















敵対するように戦った個人主義論者だと描かれており、かつ妙子の縁談をめぐ アバ大人とのやりとりからも、個人主義者であることがうかがえるが、しかし、物語全体を通して見たとき、酒井の人格には不徹底さが見て取れる。新聞で個人主義を標榜したとはいえ、酒井は妻ではない女性すなわち芸妓 小芳 の間に一子（妙子）を設けているからである。生さぬ仲の子を引き取り認知して育てる態度は、妙子が芸者の子だと知って「家名に係わる」という理由で縁談を断る英臣に比べれば、はるかにマシ もしれないが、 「自由恋愛は、一生たヾ一度でなければならぬ。即ち一世一代でなければならぬ」 （四・一四）と主張する竹風の自由恋愛観からすれば、酒井はすでに自由恋愛の理想から外れている。小芳や酒井 妻の側に立ってみれば、生さぬ仲の子を不平一つ言わずに我が子同然に育てる妻にも、自ら産んだ子を育てること できない にも、負担かけていることになるの から。 自ら「邪魔者」と述べる件りに至っ 、ようやく読者は酒井の人格 多少の納得 覚えるのである。
同じことは、主税その人にも、そのまま当てはまる。子どもこそ



















































が掲載されていた間、 『婦系図』は「道子」 「私語」 「宵闇」 「蛍」 各章が連載されていた。
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